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建築計画技術と して みたセ ル フ ・エ フ ィ カ シ
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■研究 の 背景 ・目的 ・ 方法

　工 業社会 か ら知識社会 へ の 転換期を迎え、建築 の あ り

方 に大 きな変化 が 生 じて い る。 そ の 中で
、 環境共 生 、都

市再生、ユ ニ バ ー
サル デザイ ン 等 の新 しい ニ

ーズ に 対応

し た設計計画 の 実践、建築家資格 へ の 対応 ・高度な実務

教育の 推進などに対する要請 が高ま っ て い る。こ うした

状況 に 、日本建築学会建築計画委員会 で は、計画技術小

委員会を設置 し、次の よ うな課 題 に 取 り組 ん で い る
St’　1， 。

　  建築計画 の 学理体系、設計計画の 方法 ・知識 を整備

す る 。   建築 を と りま く社会制度 （建築士 法 、 建築基準

法 ・都市計画法など） と建築計画 の教育研究の あ り方 に

つ い て 提言す る。  研究 と実践を リ ン ク す る 様 々 な仕組

み （揚 ・知識 べ 一
ス な ど）を探求する。

　建築計画 の 学理体系、設計計画 の 方法 ・知識 の 整備 に

は 、社会的状況 に おける建築の あ り方 、建築計画 の 諸領

域や周辺 領域 との 関連 をふ ま え て、生 活 の 豊 か さ を追 求

する知識社会に 対応 した建築計画 の 学 理 体系、設計計画

の 方法
・
知識 の 整備方法を検討す る こ とが必要 で あ る。

正 会員 ○ 加藤　彰
一判

　 ｛KATO
，
　A   ⊂azu

　知識社会の 中心的な担い 手は ナ レ ッ ジ ワーカーで ある。

ドラ ッ カーは、この 用語 を 1959年に用 い て い る が、教育

心理学や 臨床心 理学分野 で は 1970年代 に 、そ の 特色を分

析す る手法が考案されて い る。

　本稿で は 、新 しい 建築計 画技術を模索す る観点 か ら、

教育心 理 学や臨床心理 学分野 で 用 い られ て い る 、セ ル

フ ・エ フ ィ カ シ
ー

や経験学習理論 （ELT ＞とい う手法 に

焦点を当て 、そ の 活用方法につ い て 知見 と計画指針を得

る こ とを目的 として 、特 に ワ
ークプ レ

ー
ス 研 究の 観点か

ら適用方法 に つ い て 書籍分析 と考察を行 う。

■ セ ル フ ・ エ フ ィカ シ ーと は

　BanbuTa
，
　A （1977 ）

曹
ユ に よれ ば、人 間 の 行 動 を決 定

す る要因 として 「先行要因」 「結果要因 」 「認知的要因」

があり、
「こ れらの 要因が絡み合っ て 、人 ・行動 ・環境 の

問 の 相互 関係が形成 され て い る 」 とされ る
曹2。こ の うち、

「先行要因を効力期待 （e缶cacy 　exp   七ations ） と結果

期待 （outcome 　expectations ） ｝こ 分け （図 1 ）、効力予期

の 概念 を 特 に セ ル フ
・エ フ ィ カ シ ー （seif

’
efEicacy ）と呼

び 、行勦 決定 要 因 と して 篁 視 して い る。
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図 1　 効力期待 と結果期待糧

　効力期待 とは、そ の 結果 に必 要な行動を、自ら が成功

裏 に 実行 で きる とい う確信 で ある
’4。セ ル フ

・
エ フ ィ カ

シ
ー

は 自然発生的に生 じ る 物で はな く、Bandura
，
　A ，に

よ る と、セ ル フ ・エ フ ィ カ シ
ーが 変化す る 情報源 と し て 、

以下の も の があ る とされ る 。 （図 2 ）
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図 2　 セ ル フ
・

エ フ ィ カ シー修 正 の 情報源 と主要な誘導

方法
’1

■
一

般性 セ ル フ ・エ フ ィ カ シ
ー

の 測定

　セ ル フ ・エ フ ィ カ シ ーは 、 特定の 状況 に お ける セ ル フ ・

エ フ ィ カ シーが 、異なっ た状況 に お い て も同 じ程度 の 高

さに あるか どうか が 問題 と され る 。 そ の ため 、一
般性 セ

ル フ
t

エ フ ィ カ シ
ー（General　Self　El五cacy ；GSE） の 測

定で は、よ り多くの 人 が 共 通 して経験す る ような場面 に

対す る質問をす る こ とに なる
’
2。

　一
般性 セ ル フ ・エ フ ィ カ シ

ー
尺度作成の 試み と して 、

東條 ・坂野 ts に よ る、セ ル フ ・エ フ ィ カ シ
ー

が高 く認知

され る と され る 行動 を MMMPI お よ び Y−G 性格検査 か

ら行動遂行場面 を抽出し た調査がある。調査 した結果、

それぞれ の 因子 を特徴づ けて い る と判断 された 16 項 目

が抽出 され、一般性セ ル フ
・

エ フ ィ カ シ
ー

尺度 と して ま

とめ て い る。一
般性 セ ル フ ・エ フ ィ カ シー尺度の 構成を

行 っ た 研 究 は い く つ か 見受 け られ、Jerusalem，　M ．＆

Schwarzer，　R．は、　Banbura，　A ．の 理論 に 基 づ き 10 項 目

の ドイ ツ語 に よ る
一

般性セ ル フ
・エ フ ィ カ シ

ー
尺度を作

成
禽6 して お り、項目には 高い 信頼性や妥当性を有 して い

るこ とが 示 され て い る
’2。

■ ワ
ー

ク プ レ
ー

ス にお ける セ ル フ
・エ フ ィ カ シー尺度の

導入 事例

　オ フ ィ ス 環境で は 、 職場の ス トレ ス とセ ル フ ・エ フ ィ

カ シ
ー

の 関係
“2 や、オ フ ィ ス の 空 間支援 、SE 行動、セ ル

フ 。エ フ ィ カ シ
ー

の 関係
奮6 にっ い て研究 され て お り 、 オ

フ ィ ス の 人間関係 と自己 効力感の
＋S 研 究 で は、従業員の

年齢 ・職位 ・上司 との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン ・自己管理 ス

キ ル が 精神的健康度 に与 え る 影響 を分析 して い る
’7。

　職場環境に お け る セ ル フ ・エ フ ィ カ シ
ー

の 役割と して 、

行動に対 して ど の 程度 の セ ル フ ・エ フ ィ カ シ
ー

を身 に っ

けて い るか 認知す る こ と に よ っ て 、 行動 の 変容を予期す

る こ とが で ぎ 2、行動 を 予期 した環獎づ く りに 役 立 て る

こ とが で き る と考 え られ る、飼人 の 行 動 を 自身 が 振 り返

る こ とに よ っ て 、自己 効 力 が 高 め られ 、学 習意欲や社会

的 ス キル が 増大する効果がポイ ン トで ある。また、医療 ・

看護 の 分野 で は、セ ル フ ・エ フ ィ カ シ
ー

を高め る こ とに

よる自己尊璽 の 向上が、環境への ス トレ ス 耐性や 自主性

を高め、職場 に お け る メ ン タ ル ・ヘ ル ス の 向上 に 寄与す

る とも言われ て い る。 こ うした理 由か ら、セ ル フ ・エ フ

ィ カ シ
ーを 高 め る環境 づ く りは 、職 員 の 心 理 面の サポー

トと な る、知的 生 産性 の 向上 に 寄与す る と言 うこ とが で

き る a しか し なが ら調査 を行 う場合 に は、パ ー
ソ ナ リテ

ィ 評価 に 関連す る調査方法 で あるが故 、「人格判断」に近

い もの で あり、個人 の プ ラ イ バ シ
ー

に 関係す る と、組織

と して、そ の 導入 を躊躇する場面 も考えられ る。

■ 肌LT の 起源 と定義

　経験学習理論 （Experiential　Leami ・・9　［E［he。ry ：ELT ）

プ ロ セ ス は、米 国 プ ラ グマ テ ィ ズ ム を 代表す る 思想家で 、

哲学者、教育改革者 で あ る John　Deweyや 、 子 どもの認

識論研究 で 知 られ る ス イ ス 人 の 発達心学者 で あ る Jean

Piaget、ア メ リカ の 心 理学者、哲学者、また医師で もあ

る W 山 am 　James 、深層 心 理 に つ い て 研究し、分析 心 理

学を確立 した 、ス イ ス の 精神科医、心理学者 で あ る Carl

Jung、　Critical　Pedagogy（批判的教育学〉の 理 論 に 大きな

影響 を与えたブ ラ ジル 人教育者 で ある PaUlo　Freire、ク

ライ ア ン ト中心 カ ウン セ リ ン グや学生 中心 学習な ど人間

主義的な ア プ ロ
ーチ の 創設 にあた っ たア メ リカ 人心 理学

者で あ る Carl　Rogers とい っ た 20 世紀前半を代表す る

思想を統合 し た もの と位置付け られ る。

　 David　Kolb に よ っ て、1984 年 に 提 示 され た 理論は、

上記 の 学者 に も共通す る 6 つ の 命題 を特色 とす る
’9

。

1）学習は 、 その ア ウ トカ ム で はなく、プ ロ セ ス と して 評

価 しなければな らない
。

2）す べ て の 学習は、再学習 の 上に成 立 する。学習 の テ
ー

マ が学習者 の 信念や考えを踏まえたプ ロ セ ス か ら、学習

が行わ れ た場合、多様 な検討が可 能 とな り、新し く洗練

され た 考 え と統合 され、最高の 学習 が 行 わ れ る n

3）学習は、実社会 に 適用するモ
ー

ドと して 対 立 す る思考

体系が 、 拮抗 した結果で ある 。 学習 プ ロ セ ス で は 、 行動

一
内省や感性

一
論理 とい っ た対立す るモ

ー
ドを行 き来す

る こ と が必 要 で あ る。

4）学習は 、実祉会 に適用す る 包括的なプ ロ セ ス に 他な ら

ない 。認知結果 で規定で きる 内容 を超 えて 、全 人 格的な

機能 で あ り、環境 に 関す る考察や 感 覚、知 覚、行動 を包

括する もの で あ る
。
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5）学習 は、人 と環境 の シ ナ ジー的関 係 の 帰結 で あ る。学

習プ ロ セ ス は、既存 の 概念 に新 しい 経験を組み 込 む こ と、

も し くは、既存の 概念 に新 しい 経験 を適応させ る こ とで

あ る。

6）学習 は、知識を創造す る プ ロ セ ス で ある。

　Kblb は、　ELT を次 の ように 定義する。「経験 を通 し て

知 識 が 創造 され るプ ロ セ ス で あ り、経験を把握 し 変換す

る相乗効果 か ら知識 が 帰結 され る。］ （1984）
tg

　Kolbは、4 段階 か らなる学習 サ イ ク ル を中心概念と し

て お り、学習 の 4 つ の 段階を表 わす、4 つ の 学習能力 で

は、Concrete　EXperienee：CE は、初 め に 具体的 に経験

する こ とを示 し、Reflective　Observation；RO で は 、経

験 を内省 し て 観 察 し 、そ し て 、Abstratyt　Concep・

tualiZation：AC で 、理 論や 抽象的概念 の 構築 を し、最後

に Active　Exper血 entation ：AE で 、能動的実験 を 通 して

理 論を試すとする。また、実験は具体的経験 をもた らす

た め、サ イ クル は また繰 り返 される。図 3
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図 4　 瀏 険を把握 ・処理 する

モ
ード

　ELT モ デル は 、多くの 心 理 学者 に よ っ て 支持 され て い

る認 知的発達 の 2 つ の 軸 を直角に組み合わせ た も の で 、

行動
一内省の 軸 （横軸）と具体

一
抽象 の 軸 （縦軸）で あ

る。行動一内省の 軸 は 、 実際に 参加 す る か観 察す るか を

表 し、具体一抽象の軸は、実在す る もの を好むか （感性）、

理論 的概念を好む か （論理）を表して い る。図 4

■学習ス タイル と ISI

　Kolb は 、次 の 4 っ の 学習ス タ イ ル を提示 して い る。

1．Accommodating 　（調節型 ）
’8

2．Ass血 ilati皿 g　（同化型）

3． Converg血 9 （集中型）

4．Diverging　（分散型）

　 これ らの ス タ イル は、固定的な特徴 で はなく、思考を

進 め る 方法で あ る。学習の 主要傾向に関す る指標 で あ り、

個人 の 学習 ス タ イ ル を厳密 に規定す る もの で は ない 。多

くの 人 は 、複数 の ス タ イ ル を用 い て 学習 して お り、そ れ

ぞれ の ス タ イル は、認 知 お よ び 処 理 過 程 か らす る と 4 っ

の 事象に分類で きるもの で ある とす る。図 5
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図 5　学習ス タイ ル

1．調節型 は、能 動 的実験 AE に よ っ て 試 した 結果 を、

　　具体的経験 CE に 適 用 して 学習を 進 め て い く。感性

　　と行動をバ ラ ン ス で きる人 で あ り、行動力、主体性、

　　リ
ー

ダ
ー

シ ッ プ 、協調性 などの ス キル を合わせ持つ 。

2．同化型 は、内省 的観察 RO か ら抽象的概念化 AC を

　　行 い 、理論的枠組みを組 み立 て て 学習 を進 める。思

　　索や観察を好み、叙述的な理論構築か ら悶題解決 を

　　図 る。理 論家 で あ り、情報収集術や情報解析術とい

　　っ た ス キ ル を持つ 。

3．集中型は、抽象的概念化 AC を能動的実験 AE に 適

　　用 して 、理論を実際に試 し て み て 学習 を進 め る。思

　　考 と行動 の バ ラ ン ス で きる人 で あ り、問題解決力、

　　意思決 定力、ア イデ ア の 実現力に長 じ、行動力、目

　　標設定力、技術力、定量化力とい っ た ス キル を持 つ 。

4．分散型 は、具 体的経験 CE の 結果 か ら内省的観察 RO

　　を 行 い 、特 定 の 経 験 につ い て 多 く の 異 な る見 方 か ら

　　考え学習 を進 め る。観 察に基づ く、感性や直観力に

　　長 じ、リス ク を覚悟 して 、代替策や創造的な解決策

　　を提示 で き る。惰報収集力 とともに、そ の 位置付 け

　　が で きる ス キル を持 っ 。

　Kolb は 、以上 に 基 づ い て 学 習 ス タ イ ル 調 査 票

伍ear1 血 g　Style　Inventoly：LSD を 提 案 して い る。

LSI で は、回答者は調査票 に 書 か れ て い る学習 場 面 に つ

い て の 12 の 文を完成す る こ とを求め られ る。具体的に

は ま ず文 の 前半を読み、後 に 続 く 4 つ の 言葉を見 て 自分

の 学習傾向に当て はまる順に 1 か ら 4 の 順番をっ け ると

い う形をとる。

　例 ：わた しは 学習す る とき

　 2）感 覚 的 に学 ぶ 　 　 4）見 て 学ぶ

　 1＞考 え て学ぶ 　　　 3）や っ て み て 学 ぶ

　後半 の 言葉は 4 つ の 学習能力 （CE 、　 RO 、　AC 、　AE ）

に対応す る 4 つ の 言葉 で あ り、12 の 文 をす べ て 完成 した
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ら回答を集計す る。そ して 点数 の 高い 2 っ の 学習能力の

問 に あ た る象限 が そ の 人 の 学習ス タ イ ル と され る。さら

に 4 っ の 学習 能 力 の 点 数 を用 い て 行 動一内省 の 強 さ と抽

象
一

具体 の 強 さを計算す る。こ の ように して個人 の 好む

学習 ス タイル を特定す る の で ある。

■ ワーク プ レース 研究へ の適用 に つ い て

　LSI は 、企業 ・団体に お い て も広 く活用され て い る。

最 も主要な利用方法 は、職員 の 学習ス タイ ル を把握 し、

そ の 性 向を踏まえた研修方法 を開発 し ようとい うもの で

あ る 。 学習ス タ イ ル は 、 個人 の 生活規範を形成 し 、 働き

方や課 題 の 解決方法、他の 職員との コ ミュ ニ ケーシ ョ ン

方法な どに 影響 を 与 え る。社会人 の能力開発 は、現場 で

の 経験 に 大きく依存す る こ とが 知 られ て お り、経験学習

理論 の ポ イ ン トで あ る。また、よ り多 くの 企業や団体 に

お い て 、
コ ラ ボ レ

ー
シ ョ ン が課題 とな っ て お り 、

LSI は 、

組織 の チ
ーム ワーク の 向上を目的と した ワーク シ ョ ッ プ

で 利 用で きる。チ
ーム の 学習 ス タイ ル は 、そ の 有効性 に

最も影響を与える 要因で あ る 。 個々 の 職員が 、異なる学

習 ス タイル を持 つ 職員 と共 に働く こ とに よ る補完関係 が

効果 を高め る。また、個人 の 学習 ス タイル は 、コ ミュ ニ

ケーシ ョ ン に影響を及 ぼすため、職員 が 自らの 学習 ス タ

イ ル や他者 の ス タ イ ル を理解す る こ とに よ っ て、コ ミ ュ

ニ ケ ーシ ョ ン の 円滑化が 可 能 と なる 。

　し か しながら、学習ス タイ ル と ワークス タイ ル の 関係

につ い て は 、よ り多 くの 研究 が 必 要 で ある。職員 が 自ら

の 机 に 向か っ て集中 して働 くこ と が 組織に と っ て有益 か 、

また は、常 に職場内を移 動 して よ り多 くの 職員 とコ ミ ュ

ニ ケ
ー

シ ョ ン を図 っ た 方 が よ い か とい っ た課 題 で ある。

恐ら ぐ、 LSI ア ン ケ
ー ト結果と行動 マ ッ ピ ン グ観察調査

の 結果 を関連し て分析 ・考察す る こ とに よ っ て 、 職員の

移動行動と職務行動が解明で きる と思 われ る。 学習ス タ

イル に関す る知 見 か ら職務行動 の パ ター
ン が 説明で きる

な らば、学習 ス タイ ル と ワーク ス タイル の 関係を解明で

き る と思われ る。こ の ような分析 ・考察 の もとに、ツ
ー

ル と して LSIを効果的な ワ
ー

ク プ レ
ー

ス づ く りに 活用 で

き る と考え る 。

■ ま とめ

本稿で は、新 しい 建築計画技術を模索する観点か ら、

教育心理学や 臨床 心理学 分野 で 用 い られ て い る、セ ル

フ ・エ フ ィ カ シ
ー

や経験学習理 論 とい う手 法 を取 り上げ

た。セ ル フ
・エ フ ィ カ シーを 高 め る環 境づ く りは、職員

の 心理面の サ ポー
トとな り、知的生産性 の 向 上 に寄与す

る と考 えられ る。一
方、パ ーソナ リテ ィ 評価に関連する

調査方法 で あ る が 故、組織と し て 、そ の 導入 を 躊躇す る

場面も考 え られ る。ELT に基 づ く学習 ス タ イル 分析は、

職 員 の 学習 ス タイ ル を把握 し、そ の 性 向を踏まえた 研修

方法を開発 し よ うとい うもの で あ り、ワークプ レース に

与 える影響 に つ い て 考察す る こ とが 可 能 で あ る 。 ま た、

大学キャ ンパ ス 施設に お ける研究も、PBL 授業などとの

関連 か ら進 め る必 要 が あ る。今後、以上 の 手法の 特性を

踏ま えて 、その 活用方法 を探求す る予 定 で あ る。

註 1）主査 は 門 内輝行 先生 （京都 大学・教授 ）筆者 は委員 で あ る。
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